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１ 木村

　

賞馬 町

　

長 １． 資源活用と陸上養殖で自主財源確保を

（１） 本町の自然資源の活用で小水力発電所を町で建設、

　　

運用する自主財源確保策について、 今日まで政策提

　　

案してきた。 今回は改めて小水力発電から生まれる

　　

電源を、 高級魚の陸上養殖電源に活用した町の取り

　　

組みが出来ないか提案する。 方式については３方式

　　

あるが、 出来れば 「閉鎖循環式」 飼育で汚れた水を

　　

ろ過・殺菌し、 飼育水として再利用して、 換水は少

　　

なく外部環境との接点が少ない養殖方式であるが、

　　

デメリットとして、 電気使用量などのランニングコ

　　

ストが高額になるので、 小水力発電源でサポートで

　　

きれば優位性が確保できると考える。 民間・関係機

　　

関との連携も視野に取り組みを進め自主財源確保に

　　

貢献できる取り組みを本町の重要政策として取り組

　　

むべきと考え、 町長の見解を問う。

２ｒ 富永

　

洋一 町

　

長

町

　

長

１． 高齢者が安心して暮らし続けられる仕組みについて

　　

（施政方針）

（１） 住み慣れた地域社会で高齢者が孤独や孤立を生まな

　　

い体制整備をどう図るか。
（２） 後期高齢者に対する支援体制が必要と考えるが。例

　　

えば、 買い物難民等。

（３） 高齢者の意見等、 反映をどう考えているか。

（４） 実現に向けての健全な財政基盤づくりをどう考えて

　　

いるか。

（５） 肝付町の一人世帯は把握しているか。

（６） 住民が主役の実現に向けて

２． 肝付町公共施設総合管理計画について

（１） 施設の財源課題として、最低限必要な施設総量の目

　　

標値を定め施設総量削減の目標達成のため、 統合、

　　

用途廃止等対応を図るとある。 目標値は定めてある

　　

のか。

（２） 公共施設の昨年度、維持管理費はいくらか。

（３） 利用されてない施設、 利用度の少ない施設はいくら

　　

か。 解体除却はどうなっているか。

（４） 利用度の少ない施設の無償譲渡、売却等すべき。土

　　

地等早期な処分すべき。
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３ 前原

　

和幸 教育長 １． 教育行政について

（１） 令和６年４月に教育長に就任されて１年が過ぎようと

　　

している。 この１年にどのようなことに取り組まれ

　　

てこられたのか、 また、 今後の教育方針について問

　　

つ。

① 昨年１２月に、 策定された 「肝付町教育大綱」、 本年４

　　

月から施行予定とのことである。 その内容について

　

問う。
② 令和６年度の１年間の具体的な取り組みについて問

　　

つ。

③ 令和７年度の教育方針について問う。

４ 中原

　

稔 町

　

長 １． 津波から弱者を救う対策を

（１） 南方に整備されている南方避難タワーを車イスや足

　　

の不自由な人も避難できる様に改善出来ないか。
（２） 独居老人や障がい者の避難誘導の体制は整っている

　　

か。

５ 柳

　

一夫 町

　

長 １． 林業の振興について （施政方針）

（１） 利用期に達したスギ・ヒノキ主伐急増を踏まえた森

　　

林環境譲与税を活用しながら、 伐って、 使って、 植

　　

える、 育てる、 循環型林業を推進して行くと述べら

　　

れた。 今の主伐状況と森林炭素マイレージ交付金

　　

等、 今の山林の現状、 状況と、 これからについて問

　　

つ。


